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生活科で環境教育をど う 実践するか 
一 ] 学年単元低きと めそはう 」を モ して 一 

    

浦添市立浦添小学校 中 根 教 子 

1  研究 テ ] マ枝定 の玉山 

地球温暖化，熱帯林の 減少，海洋汚染，都市・ 生活型公害等・ 地球規模の環境破壊の 悪化に伴っ 

て ，家庭教育・ 学校教育の場での 環境教育の重要性が 取りざたされている。 

lW2 年，国連人間環境会議の 行動計画においては 環境教育の目的が 提示された。 日本においては ， 

今年度文部省から 出された環境教育指導貸料 ( 小学校 編 ) の中で，学校教育での 環境教育の意義や 

役割・内容について 触れ，環境教育の 基本的な考え 方としても次のように 明確にした。 

「 (1% 境 問題に関心を 持ち，環境に 対する人間の 責任と役割を 理解し，環境保全に 参加する態度お 

よび r 環境問題解決のための 能力を育成することにあ ると考えられるので ，環境教育は 家庭・学校， 

地域それぞれにおいて 行われなければならない。 」また，第 2 章小学校における 環境教育の章では ， 

各教科・領域での 環境教育の実践を 重視している。 そこでは，生活科が 環境教育に果たす 役割や生 

活 科と環境教育のかかわりについて ，具体的にあ げられている。 

さて，私の勤める 小学校では，環境教育モデル 校 としての研究に 取り組んで 2 年目を迎えた。 21 

世紀を担う子ども 達に社会・自然・ 地球を託すべく「小さな 自然にも大きな 関心を持ち，よりよい 

環境づくりのために 進んで行動する 子どもの育成」のテーマを 掲げ， 「自然のしくみ」・「自然保 

護」・「環境保全」の 3 つの領域でのカリキュラム 作成をし，授業実践を 行ってきた。 各教科・ 領 

域の年間指導計画に 組み込むことにしたものの・ 各教科の目標と 環境教育の目標を 絡ませる中で ， 

壁にぶつかることが 何度もあ った 0 一年次の成果として ，本校独自の 素材の開発とカリキュラムの 

作成・授業実践などがあ るが，課題も 多い。 それは， 

1  生活科と環境教育のかかわりのとらえ 方 

2  環境教育上の 視点を踏まえた 生活科の指導と 評価の仕方 

であ る。 環境教育の教科・ 領域での位置づけをどうとらえて いい のかわからないこと ，環境教育の 

学習展開のあ り方の迷い，環境教育の 目標・内容が 明確でなかったこと ，生活科の目標・ 内容の理 

解がまだ不十分であ ったことなどが 要因であ ったと考える。 

2 年次の今年，先に 述べた環境教育の 3 つの領域において ， 低 ・ キ ・高のそれぞれの 目標をおい 

た。 そのことと・ 環境教育指導資料ができたことは ，上にあ げた 2 つの課題を解決するための 方向 

を 示してくれた。 ホテーマは， 3 領域の中の ( 自然保護一一身近な 自然に接し親しむことができ 

る 子 ) の育成にっなはるために ，また，これまでの 実践からつかんだ 2 つの課題を解決するために ， 

設定した。 

Ⅱ 研究 仮税 

生活科の学習活動の 中で，環境教育上の 視点から。 素材・教材・ 授業計画・展開の 研究と工夫を 

することによって・ 身近な自然に 接し ， 親しむことのできる 子が育つであ ろう。 
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皿 軒丈内容 

環境教育を生活科の 中ですすめるには・ 生活科の学習のねらいを 達成することにより 環境教育の 

ねらいが達成されるということでなければならない。 もちろん，内容もしかりであ る。 

では・生活科の 内容に環境教育を 組み込むことができるのか。 。 …‥生活科の 投 置 された背景をみ 

ると，環境教育との 関係は密接であ ると思える。 そこで，生活科の 学習の中でどのように 環境教育 

を行えばよいのか ，生活科と環境教育がどのようにかかわり 合っているのかを 具体的に捉える 必要 

があ ると考えた。 その際， 「環境教育指導資料 小学校 編 」 「生活科学習指導 害 」 ( 平成 4 年 文 

部省出版 ) と「学校の中での 環境教育」の 中から抜粋 し， 次のように整理してみた。 

Ⅰ 環境教育の目的と 考え方 (1972 年国連人 措 敵境会議に よ る ) 

( 目的 ) 環境教育の目的は ，自己を取り 巻く環境を自分のできる 範囲内で管理 (manage) 

し ，規制 (control) したりする行動力を 一歩ずつ確実にすることのできる 人間を育成す 

ることであ る。 

  

( 考え方 3  (2) (3)(4) (5) は省略 

Ⅲ環境教育の 目的は，環境教育に 関心をもち環境に 対する人間の 責任と役割を 理解し・ 

環境保全に参加する 態度及 び 環境問題解決のための 能力を育成することにあ ると考えられ 

るので，環境教育は 家庭，学校，地域それぞれにおいて 行われなければならない。 

2  小学校における 環境教育の基本的な 考え方 

( 珪暁 仮有が ら まとされる 珪由 ) ( 小羊 枝 におけるねらい ) 

環境問題解決のためには 多面的な対応が 必要 ①豊かな感受性を 育成すること 

であ るが環境問題の 多くは人間の 手によっても つ 

たらされたものであ りその解決のためには 環境 ②活動や林杖を 重視すること 

に 対する豊かな 感受性や見識をもって 行動でき 

6 人間の育成を 図ることが重要であ る。 ③身近な問頼を 重視すること 

 
 

4
 

 
 

2
  

 



3  生活科と環境教育のかかわり 

( 宇宙 指穏 Ⅰ 頷 : 珠暁荻 有相口 宙甘 [ 笘 2 車小羊 枝 における 臆坑 敬田より コ 

，む 豊かに，主体的，創造的に 生きることができる 資質や能力を 養うことの重視 

( 自ら学ぶ意欲や 思考力，判断力，表現力などの 能力を学力の 基本とする学力観 ) 

( 生活科の教科目切 

具体的な活動や 体験を通して ，自分と 

身近な社会や 自然とのかかわりに 忠むを 

もち，自分自身や 自分の生活について 考 

えさせるとともにその 過程において 生活 

上 必要な 習 佃や技能を身に 付けさせ，自 

立への基礎を 養 う 。 

妓生活科内容Ⅲ～ (6) 省略 

( Ⅰ杖柱 百で 身に付けたい 桂 力と 擦度 ) 

①環境に対して 積極的にかかわったり 

環境を思 い やったり，よりよくしよう 

とする関心・ 意欲，態度など。 

②環境とかかわり ，それについて 考え 

たり判断したりする 思考力や判断力及 

び表現力など。 

③環境にかかわって 課題を見つけたり 

解決したり，創造したりするために 必 

要 な知識・理解や 技能など。 

( 生活科の目打とⅠ 眈教 百の目連 ) 

Ⅲ 具体的な活動や 体験をすること‥。 ‥‥‥‥・ 環境教育は行劫を 伴 う 教育であ り，活動 

体験を通す。 

(2) 自分と身近な 社会や自然とのかかわ‥‥‥‥ 環境教育で扱 う 環境は身近な 社会や自然 

りに H 心を持っこと であ る。 

㈲ 自分自身や自分の 生活について 考え‥‥‥‥ 環境を大事にしようとする 自分について 

ること 考える。 

(4) 生活上必要な 昔 遁や技能を身に 付け‥‥‥‥ 環境を大事にするための 行動ができる。 

ること 

( 生活苦が 珠坑 仮有 に 果たす 伎 キコ 

・ 体 ごと環境に触れ 合うこと 

・ 瞭 境へのかかわり 方を学ぶこと 
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[ 生活科の羊Ⅰ内容と 甘坑抜百 とのかかわり ) 

ア 身近な環境に 触れ合い，あ りのままに捉える 0 く関心 ) 

ィ 自分の夢や願かるかなえるために 環境に働きかける 0  ( 意欲・態度 ) 

ウ 環境と自分とのかかわりについて 考え表現する。 ( 思考・表現 ) 

  

ェ 活動を通して 環境についての 認識を深める。 ( 気付き ) 

  

  

4  本校における 環境教育と本テーマとの 関連 

( 本校 暉眈 Ⅱ吉の研究 主 Ⅰ ) 

小さな自然にも 大きな関心を 持ち，よりよい 環境づくりのために 進んで行動する 子ど 

( 臆坑傲百 でめざす子どもⅢ コ 

自然との触れ 合いが 自然から学ぶ 楽しさを 自然に対して 侵しく 

知っている子ども 

領 ( 自然のしくみ ) ( 自然保証 ) ( 環境保全 ) 

自然のしくみについて 人 と自然のかかわりに 人 と環境とのかかわり 

域 学ぶ活動 ついて学ぶ活動 について学ぶ 活動 
  

  

低 珠 生き物は，まわりの 生 身近な自然に 接し ，親 みんなが気持ちよく 生 

学境 き 物やまわりの 様子と しむことができる 子 括 するために・ 進んで 

年 数 かかわりあ って生活し 活動できる 子 
  

の 育 ていることに 気付くこ 

目 の とができる 子 

標 

一 26  一 



  

単 1  が つ こう た いすき 5  あ きとあ そぼ ぅ 7  大きくなった 
  
フ C ほ く・わたし 

生活科で環境教育をど う 実践するか 

  

    5  研究仮説と単元について 

地球環境を守り 育てさせたい 

( 情意 ) 自然が必要 大切だと 思、 うこと ( 態度 ) 行動に移せること ( 実践 力   

自然のしくみ 自然保証 「あ きとあ そぼ ぅ 」 環境保全 

活 

野外で遊ぶ・ 見る 野外で調べる・さがす づ くる・表現する 

動 
  

生活科の学習活動の 中で，環境教育上の 視点から，素材・ 教材・授業計画・ 展開の研 

究 と工夫をすることによって ，身近な自然に 接し・親しむことのできる 子が育つであ ろう 
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平成 4 年Ⅱ 月 17 日 ( 火 ) 第 3 . 4 校 時 

浦添小学校Ⅰ年 3 組教室・浦添城跡 

男子 17 名 女子 15 名 合計 32 名 

授業者 宇 根 教 子 

]  単元老 n あ きと もモ ほ う Ⅰ 

2  単元について 

窓の外，遠くに 見える景色が 変わった。 白く光るススキの 穂が風にゆれる。 紅葉のはでさはな 

いが，十分に 秋の到来を伝えてくれる 印 小さいながらも 足元の チ ガヤも負けじと 白く小さな穂を 

なびかせ，秋の 雰囲気を醸し 出すのに効果的な 役割を果たしている。 

「切窓を開けると 外が冷たいよ。 」「先生，宰が 細くなっているよ。 」 秋 という言葉は 知らず 

とも何らかの 形で季節の変化を 感じている児童もいる。 季節の変化に 乏しいと言われている 沖縄 

でも，目を向ければいろいろな 秋の様子を見ることができる。 

さて，入学してから 校内や校区内の 自然とかかわりながら 過ごしてきた 一年生の児童に ， 秋の 

自然の中での 活動を多く経験させ ，どっぷりと 自然に浸らせたいと 考える。 

身近な自然との 触れ合いの機会を 多く持つことで ，活動が膨らみ 自然の見方が 広がり，自然が 

好きだと感じる。 それが土台となって ，自然環境に 対する豊かな 感性が培われ ，自然へのかかわ 

り方を学び ， 身につけて い くのだと考える。 そこで， 

①自然の中で 没頭して遊ばせる。 

②いろいろな 自然の様子に 関心をもたせる。 

の 視点から， 本 単元を次のように 構成した。 

[1) あ きをみつけよう 

一 学期から継続して 活動している「ぐるりさん ぱ みちへいこう」で 校内の決まった 散歩コー 

スの中での小さな 自然の変化を 見つける。 それをきっかけとして ， 「浦添城跡公園であ そぼう」 

の 活動に入る。 浦添城跡では ， 一 学期のゆうどれ 集会の経験を 思い起こさせるとともに ，児童 

の自由意志による 活動を中心に 進めていく。 それを受けて「おち ば をあ つめよう」では「② い 

ろ いろな自然の 様子に関心を 持たせる」の 観点から足元の 落葉を素材に 取り上げたい。 落葉の 

変化の枝子を 見ることによって ，自然への視点を 空間から足元へと 広げさせる。 それらの 軽検 

6 基に「 (2 店きとあ そぼ ぅ 」の計画をたてさせることで ，秋を意 誌 させるとともに ，次の活功 

の目的をもたせたい。 

(2) あ きとあ そぼう 

「①自然にどっぷりひたる」の 視点をもって ， 「つくる」「遊ぶ」 活 功を中心に子供たちの 

創作活劫を広げていきたり。 またその過程において・ 友だちや家族・ おじけ ちやんなどの 身近 
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な人とのかかわり 方についても 考えさせる技会 "" 。 。 

(3) わたしのもりづくり 

浦添城跡公園という 場所や ，ホ の葉・ ホの 実などの自然物の 恩恵を受けて 楽しく活動してき 

た。 ここでは， (1).(2) の活動の中で 集めてきた木の 実などを育て 自然に帰すという 活動をして 

いく。 その 擦 ，校内の「すこやかな 森 」を浦添城跡のようにしたいという 具体的なねらいを 持 

たせることで・ 自然に対して 伍しくかかわろうとすることができ ，それをきっかけとして・ 3 

学期の環境保全領域「大きくなった ほ く。 わたし」の活動へつ ほ げていきたい。 

3  単元の日毎 (* 評価方法 ) 

Ⅲ 関心・意欲・ 態度 

① いろいろな自然の 様子に関心を 持つことができる。 (* 観察 * 大発見カード ) 

② いろいろな秋の 様子を見つけることができる。 (* 観察 * 大発見カード ) 

③ いろいろな材料をもっけることができる 0  (* 集めた材料 ) 

④楽しく遊ぶことができる。 (* 自己評価カード ) 

⑤ 「わたしのもりづくり」の 願いを持っことができる。 (* 瀬 ぃ ) 

⑥友だちと協力することができる。 (* 観察 * 自己評価カード ) 

⑦安全に気をつけ ろ ことができる 0  (* 観察 * 自己評価カード ) 

⑧施設を大切に 不Ⅱ 用 することができる 0  (* 観察Ⅰ 

⑨用具を大切にすることができる。 (* 観察 ) 

(2) 思考・表現 

①落葉の変化についてなぜだろうと 思い考えることができる。 (* 観察 * 落葉 * 発表 ) 

②作る物の計画をたてることができる。 (* 計画 表 * 発表 ) 

③遊ぶ物を工夫して 作ることができる 0  0* 観察 * 作品 ) 

④楽しかったことや 見つけたこと ，考えたことなどを 話したり， 

桧や文で表したりすることができる。 (* 発表 * 大発見カード ) 

(3) 気付き 

①季節の変化に 気付くことができる。 (* 質問紙 * 発表 ) 

②落葉の色や 形の変化に気付くことができる。 (* 質問紙 * 並べた落葉 ) 

③季節にあ った遊びがあ ることに気付くことができる 0  (* 観察 * 質問紙 ) 

④木の実は種と 同じで木になることに 気付くことができる 0  (* 質問紙 * 視察Ⅰ 

4  車 枕傲 布上のほ 点 

(1) 自然の中で遊んだり 作ったり，調べたりすることによって ，自然との触れ 合いを楽しいと 感 

じさせるとともに 季節の変化に 気付かせたい。 

(2) 落葉の仲間集めをすることによって・ 落葉がいろいろと 変化していくことに 気付かせたい。 

(3) 集めてきた木の 実を ぅえ 育て ， 「すこやかな 森 」を豊かにしたいという 態度を育てたい。 
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5  単元の桂皮 

自
然
保
護
Ⅱ
時
間
 

あ
き
と
あ
そ
ぼ
 ぅ
 

  

  ぐるりさん ぽ みちへいこう (1) 

Ⅰ あ きを 

みつけよう 

て 5 Ⅰ   うらそえじょうしこうえんであ そぼう (1) 

おち ば をあ っ め よ う ( 古時 ) く 2) 

け いかくをたてよ う (1) 

[ 関連 ] わたしのリュック 一一一図工 (2) 

あ きのうたをうたおう 一 音楽 

2  あ きと あ きをしょうたいしよう (2) 

あ そはう 

(6) 

き のはやきのみ・すすきでつくろう (4) 

わたしのねがい (1) 
3  わたしの 

もりづくり ・ 一 

(3 Ⅰ きのみを うえ よ う (2 Ⅰ 

みつけたよ ( 詩 ) 一一一一 台料 国語 
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6  拍 汀 甘夏と軒 価 片田 単元「 五 あ きとあ そぼ ぅ 」 1 4 時間 0 評価番号 * 評価方法 
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。
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感
 
つ
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活 動 内 容 

  ぐるりさん ぱみ ちを 散 

歩する。 

・夏の頃 の様子と追って 

いるところを 見つける。 

( 植物・ ウ ・風など ) 

2  見つけたことや 感じた 

ことをかけたり ，発表し 

たりする。 

( 秋 見つけ ヵ一ド や大発 

見を利用する )   
1  浦添城跡公園へ 行く。 

，すすきがあ るね 

・ タチァヮユ キセンダン 

グサがおおい れ 

2  公園内を散歩しながら 

秋をさがす。 

3  「 色 さがし」をする。 

  「 昔 いくつ」をする。 

4  見つけた秋を 紹介する   
Ⅰ 浦添城跡公園に 行く。   

2  秋をさがす。 

3  落葉集めをする。 

(1 懐糞 で遊ぶ。 

(2% 間 集めをする。 

    唐 葉並べをする。 

4  なぜ， 3 の W8) の順序に 

な，ものかを 考え話し合う 

5  落葉の下の虫さがしを 

す る 。 

6  教室に帰るさ 

7  カードにかく。   

評   
関 ・ 意 ・ 態 

OXD 
* 大発見 

* っぶや 

き 観察 

  
⑦⑧ 

* 観察 

" ④ 
* 発表 

っぶや 

き 

  
② * 観察 

* 大発見 

① * 視察 

④ * 自己 

⑥ * 横目 

⑦ * 自己 

⑧ * 自己 

  

表
 
表
具
 

発
表
 

*
 

 
 
 
 

見
 

表
 

発
 

 
 

 
 

大
 

 
 

①
④
 
*
 

④
 
*
 

④
 

 
 

 
 

 
 

価   
気付き 

① * 六 発 

見 

  
① * 六発 

見 

  
① * 発表 

② * 集め 

た 落葉 

* 並べた 

落葉 

* 質問紙 
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三
 
わ
た
し
の
も
り
を
つ
く
ろ
う
 

@"""""""""""""" ヰ                                                                                                                                                                                                                                                             
  

け
い
 
か
く
を
た
て
よ
 う
 

Ⅲ
 

Ⅰ
 
ノ
 ）
 

0  「 二 あ きと るそは 

う 」の活動で ， 何 

を作るか，何が 必 

要なのかを考える 

ことで・目的を 持 

っことができる。 

Ⅰ これまでに見つけた 秋 

を出し合いながら ， 本 時 

の活動のねらいを 知る。 

2  見つけた物でどんな 物 

が作れそ うか 話し合う。 

3  自分が作りたい 物とそ 

の材料について 考える。 

4  自分の計画を 絵や文に 

かく。 

⑥ * 視察 

* 自己評 

価 

 
 

 
 

(
1
)
 

 
 
 
 
 
 

  

0 安全に気をつけな 

がら，友だちと 仲 

良く遊ぶと共に 遊 

ぶ 物 や使 う 物の素 

材をみつけること 

ができる。 

0 集めた木の葉や 木 

の実・すすきなど 

を使って ， 作りた 

い物を工夫して 作 

ることができる。 

0  「すこやかな 森 」 

を豊かにしょうと 

いう気持ちを 持っ 

ことができる。 

  

Ⅰ 先生と安全や 活動の約 

束について話し 合いをし 

た後城跡へ行く。 

2  仲良く遊びながら ，材 

料をさがす。 

3  見つけた材料のことや 

楽しかったこと ，見つけ 

たことなどを 絵や文にか 

く。 

Ⅰ 自分がたてた 計画に沿 

って ， 作りたい物を 作る 

2  作った物を紹介しるう 

3  作った物を使って 友だ 

ちと仲良く遊ぶ。 

1  これまでに集めてきた 

木の実をど う するか考え 

る。 

2  自分の考えを 発表する 

3  どんな森にしたりか・ 

どんなふ う に育てた いか 

等の願い る宙く 。   
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⑥ * 観察 

* 目許 

⑦ * 観察 

* 目許 

③ * 材料 

⑧ * 観察 

  
⑥⑦ * 観 

察 * 目許 

⑨ 平 観察 

⑤ * 願い 

  

  
② * 計画 

表 

④ * 発表 

④ * 発表 

  
③ * 作品 

④ * 発表 

* 大発見 

  

  
② * 並べ 

た 落葉 

* 質問紙 

  
② * 質問 

紙 * 視察 

④ * 質問 

紙 * 視察 

  



わ
た
し
の
も
り
を
つ
く
ろ
う
 
2
 

  

 
 

  
木 0 願い る込 

のみ 実を植え 

を できる。 
古ノ 

え 

よ 

う 

(1) 

  
めて木の 

ることが 

  
エ 木の実の植え 方につい 

てみんなで話し 合う。 

2  . 「わたしの森」づくり 

をする。 

3  植えた 時 どんなことを 

思っていたのか 話したり 

絵や文にかけたりする。 

  
⑤ * 願 い 

⑦ * 観察 

* 目許 

⑨ * 観察 

  

④ * 

見 

  

7  本時の羊 晋 

1) 本 時の学習 名 「おち ぱ をあ っめよう」 撃 時間 

2) 本 時の目標 

Ⅲ 関心・意欲・ 態度 

① いろいろな自然の 様子に関心をもっことができる。 

② いろいろな秋の 様子を見つけることができる。 

④ 楽しく遊ぶことができる。 

⑥ 友だちと協力できる。 

⑦安全に気をつけ ろ ことができる。 

⑧施設を大切に 奉り用することができる。 

(2) 思考・表現 

①落葉の変化について 不思議に思い ，解決しようとすることができる。 

④楽しかったことや 見つけたことを 話したり，絵や 文で表したりできる。 

(3) 気付き 

⑥①季節の変化に 気付くことができる。 

⑥②落葉の色や 形の変化に気付くことができる。 

3) 古時の授業仮説 

Ⅲ友だちと協力しながら 自然の中で遊んだり ，自然の様子を 調べたりすることにより・ 季節 

の 変化に気付くと 共に，自然の 中での活動が 楽しいと感じ ，自然へのかかわり 方がわかるよ 

うになるであ ろう。 

(2) 落葉の変化を 見つけることで ，自然活動の・ 視点を広げると 共に ， いろいろな自然の 様子に 

関心を持っであ ろう。 

4) 準備 

( 教師 )  ・ ホ の葉の見本・ストップウォッチ・ベル・ 袋 ・テープ・トイレットペーパー ・救急箱 ・評価； 一ド ・大発見カード・マジ ク 
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6) 実践を終えて 

Ⅲ 授業者の反省 

  落葉の虫の存在についての 活動ができなかったのが 心残りであ る。 導入を落葉集めなどの 

児童の活動から 始めるようにしたい。 

  ネイチャーゲームとして 取り扱いたかったが ，その条件やルールについて ，教師自身自信 

がなかったため ，思うように 進めることができなかった。 

  環境教育を意識しすぎて ，生活科の授業の 内容として適当であ るかどうか気になる。 

(2) 感想・意見 

  話 をよく聞き ， 生き生きと活動して 言葉にもいいものがでていた。 

  場所の選定が 適当であ った。 

  落葉の比較をした 後その理由がわかるので。 虫の場面もあ った方がよい。 

  目的をもっとはっきりつかませたい。 

(3) 指導助言 

・ 新しい分野の 資料や準備が 行き届き・場所の 選定や計画の 細かい点も評価される。 

  公共物や身近な 自然に触れることができた。 

  世教科との自科は 大切であ るのでこれからも 続けてほしい。 

  問題解決学習になっている。 

  教師の説明が 長いので児童の 活動時間をもっと 多くしたい。 

  「落葉を片付けよう」ではなく ， 「どうする」と 児童に投げかけて 考えさせたい。 

  ゲームは設定をきちんとすることで 成り立つ。 

[ 授業風景 ] 
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Ⅱ 資 料 

Ⅰ 評価カード 

五 あ きとあ そぼ ぅ ③④ 714 時間 

メモ 

    浦 添 小 学 校 Ⅰ 年 3  くみ 

  つ 
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寅斜 S  アンケートのまとめ 一部省略単位。 名 

調査対象 : 浦添小学校Ⅰ 年生 91 名 ・ 調査期日 : 平成 4 年 ml 月 10 口 

Ⅲ なつとくらべて ，このご 

ろ・かわってきたことはど 

んなことですか。   

・ススキがめだってきた 22 

・寒くなってきた 27 

・ ホ の葉の色が変わった 17 

・風が強くなった 15 

・セミがいない 13 

(4) 木のはや木のみで 

あ そんだことはあ り 

ますか。   
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こ
 

 
 6

 

 
 

  

あ
な
 

 
 

こ
と
 
一
 
る
い
 

つ え 

はあ 
  

んであ そんだ 

りますか。 
  - - - - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

9 Ⅰ 

0 

  

  

  

(3) お う ちでどんなことを (5) あ きとあ そびたいこと     
  

してあ そびますか はなんですか。 

  

・外でかくれんぼ 36 ・葉っぱでつくる 23 

・家でファミコン 27 。 どんぐ 0 こま作り 15 

・家で TV Ⅰ 1 ・ 風と 遊ぶ 10 

・公園 8 

  

(4 ト②木のはや 木のみでなにをつくりましたか 

  

・いろいろな 形をつくった 35 

・ ホ のはでお 面 20 

・どんぐり ど ま・ やじろべえ 15 

・じゅ ず 玉の首飾り 5 

・その他 

(9) こ う えんではど 

してあ そんでいま 
        

・プランコ 

・すべりだ け 

・ 鉄はう 

，おに           

  

  

木の葉や木の 実で 

あ そぶ 
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Ⅶ 研究のまとめ 

]  成果 

  児童の自己評価や 感想から， 「自然との触れ 合いな楽しいと 思う」という 第一の目的が 達成 

されたことが 確かめられた。 

  児童に自分を 振り返らせる 方法として・ 具体的な自己評価カードを 用いたことは 良かった。 

  素材の視点が 広がったことは 良かった 舶 

2  課Ⅰ 

Ⅲ 児童の実態把握の 方法とそれに 基づく授業計画 

(2) 児童活動を中心とした 展開の工夫 

(3) より効果的な 評価方法の継続研究 

(4) 父母や地域との 連携を含めた 環境教育の実態 

「生活科で環境教育をど う 実践するか」のテーマで 研究を進めてきたが・ 成果と課題が 上記のよ 

うに挙げられる。 それは，私の 研究がこれで 終わりでなく ，これからも 統 くことを示したものであ 

り ・その内容をより 具体的にしたものであ る。 また，これまで 研究してきた 生活科と環境教育のか 

かわり・評価方法・ 四季を通したマップ 作り等についても 継続して考え ，さらに，よりよい 実践を 

目指していきたい。 

Ⅹおわりに 

この研究の過程において ，自分自身が 少しは視野を 広げ成長することができたと ，ずうず ぅ し 

くも自負している 0 それを児童との 実践に生かせることを 祈りっ つ ，未熟者のとても 小さな研究 

を 温かく見守り 支えて下さった 教科指導員の 手儀 啓子先生をはじめとする 皆様方に心から 感謝 申 

し 上げた い 。 

Ⅹ主な措 考 ・引用立は 

・小学校指導書 ( 生活 編 ) 

・環境教育指導資料 ( 小学校 編 ) 平成 4 年 3 月 文部省 

・学校の中での 環境教育Ⅰ㏄ 2 年 8 月 25 日発行 ( 沼田 眞 監修 ) 

・子どもに楽しむ 環境教育ガイド 総合教育技術 t0 月 号 増刊平成 4 年 10 同 5 日 ( 小学館 ) 

・環境教育のあ り方とその実態昭和田年 4 月 30 日 ( 国立教育研究所内環境教育実践研究会 ) 

一也 一 


